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１ は じ め に 

 

冬は寒冷な日本海側の積雪寒冷地でも夏は高温にな

り、盆地では異常な高温に曝される場合もある。近年、

この傾向がめだち、イチゴ栽培において花芽分化を安定

して誘導するには、より冷房を強くする必要がある。一

方、農家経営は原油高騰等のあおりで光熱費や資材費が

かさみ圧迫されており、より安価で安定した花芽分化誘

導が可能となるシステムの開発が求められている。     

このため、「雪冷熱」を活用した「安価な冷房システ

ム」と「遮光」を組み合わせ、低コストでできるイチゴ

の花芽分化促進技術と夏期栽培の高温対策技術を検討し

た。 

 

２ 試 験 方 法 

 

(1)試験１ 雪冷熱の利用システムによる育苗環境 

雪山からポータブルファンで冷気をハウス内に送風

するシステムで、イチゴの夜冷短日育苗における冷気の

送風方法と空気を挟んである複層シートによる断熱方法

について検討した。雪山は約 30t の雪をバークで被覆し

てハウスサイドに造成した。パイプハウスは全体を 70％

遮光率の「フアフア」で被覆した。ポータブルファンは

（Ｅ社製φ300mm、200v、137w、送風量 1500ｍ３/h）16：

00～翌日 8：00 まで稼動した。 

1)冷気送風方法 

夜冷育苗時に雪山からトンネル内に冷風を 1方向で

送風する方法と雪山からトンネル内に冷風を送風し、

トンネル内から雪山に空気を戻す循環式について検

討した。 

2)断熱方法 

空気層を施工した 2層ハウスと空気層を持つフィル

ムで被覆したトンネル（幅 90 ㎝、高さ 180 ㎝）を組

み合わせた場合の断熱効果について検討した、 

なお、トンネル内の温度設定はサーモスタットを使

って 19℃以下とし、夜間は暗黒密閉して管理した。 

(2)試験２ 株元スポット処理の冷却効果 

１層ハウス内を 50％遮光率のダイオシートで被覆し、

2層ハンモック気化冷却ベンチにイチゴ苗を定植した。 

氷を入れた雪氷庫から、ポータブルファン（φ300mm、2

00v、137w、送風量1500ｍ３/h）を用いて直径30㎝ダクト

及び、その先に20㎝間隔に5mmの穴を開けたφ70mmダク

トを繋ぎ、株元に冷気を送風し腋花房抽出促進のための

冷却効果を見た。処理期間は、9月3日（定植）から9月1

8日まで、処理時間は10:00～14:00とした。 

 

３ 試験結果及び考察 

 

(1)雪冷熱の利用システムによる育苗環境 

1)冷気送風方法 

約 30ｔの雪山からφ300mm の塩ビ管を通してポータブ

ルファンでハウス内のトンネルに冷気を送風することに

より、夜間のトンネル内温度を 19℃に設定することがで

きた（図 1）。なお、30t の雪ではシステム稼動可能期間

は 6日程度であった（図 2）。 

2)断熱方法 

トンネルを 2層空気幕シートで被覆することにより、1

枚シートに比べトンネル内温度を 1℃程度低くすること

ができた（図 3）。 

晴天日に 50％の遮光をすることで、イチゴの葉温を約

10℃下げることができた（表１）。 

(2)株元スポット処理効果と腋花房抽出促進 

株元に冷気をスポット送風することで地表付近温度

を 0.6℃程度下げることができた（図 4）。 

  

４ ま と め 

 

以上のように、雪冷熱の利用により 8月でもトンネル

内の温度環境を低下させることが可能であった。 

また、2 層空気膜シートの被覆による断熱効果につい

て明らかとなった。 
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図２ 雪の利用可能日数 

（16:00～8:00 システム稼動） 

図３ 2 層空気膜シートの断熱効果 

（一方向冷気送風方式） 
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図１ 循環式による夜冷短日育苗時の温度経過 

（16:00～8:00 循環式システム稼動） 
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図４ スポット冷風処理による地表面局所の温度経過 
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